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あらまし Wikiとは，ネットワーク上の不特定多数の人間同士がブラウザを介して協調しながら編集活動を行うこと

で，Webサイトを共同で制作するためのシステムである．エージェントがWiki上の情報を理解し，Wiki上の編集活

動に参加することができれば，整合性のとれたコンテンツの作成，Web情報とWiki情報の統合など，従来のWikiで

は不可能であった効果が期待できる．本論文では，Semantic Webを共通の情報表現として，エージェントと人間の

協調を実現した新たなWikiシステムを提案する．
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Abstract Wiki is a collaborative Web page authoring system. By using a Wiki system, we can build a Web site

collaboratively by creating and updating Wiki pages through Web browsers. If agents can understand and update

Wiki pages, they can build a consistent Web site and integrate Wiki pages with Web information. We propose a

new Semantic Wiki system where human and agents can collaborate through Semantic Web.
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1. は じ め に

WikiWikiWeb（略してWiki）とは，1990年代にWard Cun-

ningham氏によって考え出されたWebページ共同制作のため

のシステムである [1]．ネットワーク上の不特定多数の人間同士

がブラウザを介して他の参加者と協調しながら編集活動を行う

ことができる．Wikipediaに代表される従来のテキストベース

Wiki ではユーザ同士が役割分担を行いながら，特定のトピッ

クについての新たなWikiページを作成したり，他のユーザが

作成したWikiページの一部を編集したり，誤りを修正したり

しながらコンテンツが構築されている．

エージェントがWiki上の情報を理解して，Wiki上の編集活

動に参加することができれば，整合性のとれたコンテンツの編

集が可能になる，他サイトの情報を統合することができるなど，

従来のWikiにはない効果が期待できる．

本論文では，Semantic Webを共通の情報表現とし，エージェ

ントと人間の協調を実現した新たなWikiシステムを提案する．

第 2 章では，関連研究として従来の Semantic Wiki を紹介す

る．第 3章では，エージェントと人間が協調するWikiの提案

を行う．第 4章では，本システムの実装について記述する．第

5章では，スケジュールWikiを例にして本システムの具体的

な利用例を紹介する．最後に，第 6章で本論文の結論を述べる．

2. Semantic Wiki

Semantic Webとは，W3Cの Tim Berners-Lee氏によって

提唱され，次世代Webシステムの標準として期待されている

枠組みである [2], [3]．Web 情報に意味タグを付け加えること

で，コンピュータによる自動的な情報の収集や検索を正確でか

つ効率的に処理することが可能になる．

Wikiの枠組みの上で Semantic Web情報を取り扱ったもの

が Semantic Wiki である．現在，いくつかの Semantic Wiki

が開発されており，Semantic Webオントロジを生成すること
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を主な目的とするもの [4]，従来のテキストベースWiki への

Semantic Web情報の付加を支援するもの [5]などが存在する．

しかし，これらは Semantic Web形式での情報発信や Semantic

Webを利用した情報検索を主な目的とするものであった．本シ

ステムはWiki上でのエージェントと人間の協調を実現するシ

ステムの実現を目指す．

3. エージェントと人間が協調するWiki

従来のWikiでは，ユーザは自分のできる範囲でWikiに貢

献するという仕組みが成り立っている．自分の専門とする情報

や知っている情報を基にしてWiki ページを記述することで，

不特定多数のユーザ同士が協調し合いながら，Web ページの

共同制作を行うことができる．また，ユーザは他のユーザが編

集したWikiページの誤りを見つけてそれを修正したり，他の

WikiページやWeb情報などの更新を基にして，Wikiページ

の内容を書き換えて更新する作業を行う必要がある．

エージェントがWiki上の編集活動に参加し人間との協調を

行うことで，以下のような利点が生まれる．

3. 1 情報の自動更新

ユーザがひとつのWikiページの更新を行うと，エージェン

トが関連のあるすべてのWikiページの内容を自動的に更新す

ることができる．エージェントがWikiに参加することで，エー

ジェントが自動的にWiki上の情報検索を行い，得られた情報

を基にして関連するすべてのWikiページを書き換えることで，

情報を更新することができるようになる．

例えば，研究室内で利用するWikiにおいて特定のプロジェ

クトのWikiページに，そのプロジェクトに所属しているメン

バーの一覧を示す項目があるとする．従来のテキストベースの

Wiki では，プロジェクトに新たなメンバーが参加したり，プ

ロジェクトの所属メンバーに変更が生じた場合に，編集者が各

個人ページから情報収集を行い，正しい状態にするためにすべ

てのWikiページの更新を行う必要があった．一方，エージェ

ントがWikiに参加することによって，あるメンバーが自分の

所属するプロジェクトを変更するだけで，エージェントが自動

的にそれを検索し，プロジェクトページの所属メンバーの一覧

の項目を更新することができる．

3. 2 エージェントによる情報統合

Wiki 上の情報やWeb 上の情報を統合し，ユーザのために

様々な表示を行うことができる．従来のテキストベースWiki

では，Wiki情報とWeb上の情報を参照したり統合するために

は，Wiki ページ上からWeb サイトへのリンクを作成したり，

Web上の情報をコピーしてWiki上に直接書き込む必要がある．

エージェントがWikiに参加することで，エージェントがWeb

上の情報を自動的に参照し，Wiki 上の情報と統合してユーザ

に表示することができる．また，常にWeb上の情報の監視を

行うことで，情報が更新された際にそれらの情報をWikiペー

ジに反映させることができる．

例としては，Wiki 上に存在する各個人の予定と公式的な予

定を統合してひとつのカレンダー上に表示することが挙げられ

る．また，随時更新されるWeb上の祝祭日情報を統合して表

示したり，旅行などの予定に対しては天気予報と併せて表示し

たりするといった利用が可能である．

3. 3 意味的な整合性検証

Wiki 上の情報の整合性を検証し，その内容に矛盾が生じた

場合はユーザに対して警告を行ったり解決策の提案を行うこと

ができる．従来のWikiシステムでは，不特定多数の編集者が

Wiki上の情報の更新を行っているために，Wikiページの情報

に矛盾が生じることが多い．矛盾が起きた情報は他のユーザが

それに気づき，修正が行われるまではそのままの状態で置か

れる．

本システムではWikiページ同士，そしてWeb上の Semantic

Web情報との意味的な整合性検証を行うことができる．矛盾を

検出するためのエージェントが存在し，Wiki ページ上の整合

性を常に監視している．エージェントは，矛盾が生じていたり

修正をすべき事態が発生した場合にはユーザに対して修正を求

めるために警告表示を行うことができる．また，矛盾を解消す

るための代替案をエージェントが推論し，それをユーザに対し

て提案することもできる．

具体的な整合性検証の例としては，Wiki上に存在する各個人

のプライベートな予定と，ゼミや打ち合わせなどの研究室の公

式的な予定が衝突しているか検証を行うことが挙げられる．も

し衝突していれば，プライベートな予定を変更するようにユー

ザに警告を行うことができる．また，各個人の予定を自動的に

取得し，次のゼミを何時に設定すればよいかをユーザに提案す

ることも可能である．

4. KawaWiki

人間とエージェントの協調を行うために，Wiki 上に存在す

る情報をエージェントが理解する必要がある．従来のテキスト

ベースWikiは，人間が理解するための自然言語によって記述

されているため，エージェントがそれを理解することは困難で

ある．そこで，Wiki上の情報に Semantic Web情報を付加す

ることで，エージェントがWikiを理解する仕組みを実現する．

Semantic Webを仲介することでエージェントと人間の協調が

可能になる．

一方で人間が Semantic Web 情報を生成することは容易で

はない．そこで，Semantic Web情報を生成するためのテンプ

レートシステム [6], [7] を提案する．またエージェントはユー

ザが生成した Semantic Web 情報やWeb 上にある Semantic

Web情報を検索して取得するために Semantic Webクエリ言

語である SPARQLを利用し，エージェントの動作を記述する

ためにスクリプト言語である PHPを利用する．
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4. 1 テンプレートシステム

Semantic Webを利用することで，コンピュータによる自動

的な情報の収集や検索を正確でかつ効率的に処理することが可

能になる．しかしながら，従来の Semantic Webシステムは一

般ユーザが使用することが困難であるために，学術機関や企業

などによるWebサービスを目的としたものが主流であった．本

システムは，テンプレートシステムを用いることで一般ユーザ

でも簡単な操作で Semantic Webの表現形式である RDFの生

成をすることができる仕組みを持つ．

テンプレートシステムでは専門知識を持ったユーザが記述し

たテンプレートに対して，一般ユーザが値やリソースなどの具

体的なデータを穴埋めするだけで RDFデータと HTMLペー

ジ（Wiki ページ）が生成される．一般ユーザによるデータの

入力は，複雑な RDF構文を覚える必要がないように，Web上

のアンケートや個人情報の入力画面などで見られるような，属

性名に対応する属性値をフォームから選択したり，直接入力す

る方式で行うことが可能である．これにより，専門知識を持っ

たユーザと持っていない一般ユーザの役割分担を行うことがで

き，多くのユーザが積極的に Semantic Wikiによる情報発信が

可能になる．

図 1は，個人プロフィールのWikiページ（RDFデータ）を

作成するためのテンプレートを示している．RDF形式の記述

の中には，氏名を示す<%Name ///^.+$/%>（8行目），趣味を示

す<%Hobby ///^.+$/%>（9行目），自分の所属するプロジェク

トを示す<%Project //project%>（11行目）という変数の定義

がされている．

これを基にしてユーザが値を入力するための編集フォーム

（図 2）が生成される．変数 Nameと Hobbyの値の取り得る範囲

は，一文字以上の任意の文字列を示す正規表現である/^.+$/と

記述されており，編集フォームにはテキストボックスが表示さ

れる．変数 Projectは取り得る範囲が projectクラス（project

テンプレートを利用して作成されたWikiページの集合）となっ

ており，編集フォームではプルダウンメニューからプロジェク

トを選択することができるようになっている．もし定義された

値の取り得る範囲と実際にユーザが入力した値が異なっている

場合は，画面上に警告表示を行うことでユーザに修正を促す．

テンプレートで，変数 Projectは&list();というタグに括ら

れており（10～12 行目），これは変数 Project が複数の値を

もつことができるということを示している．編集フォームでは

値を入力する度に新たなボックスが追加されるようになってい

る．ユーザが編集フォームから値を入力してWikiページの更

新を行うと，図 3のようにWikiページと同時に RDFが生成

される．

また，従来のテキストベースのWikiと同様のインタフェー

スから，タグを利用した入力を行うことでデータの穴埋めを行

01: <?xml version="1.0"?>
02: <rdf:RDF
03:  xmlns:rdf="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#"
04: xmlns:rdfs="http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#"
05:  xmlns:wiki="http://kawamoto/kawawiki_agent/kawawiki.rdf#"
06: >
07:  <wiki:Person <%RDFID%>>
08:   <wiki:Name rdf:parseType="Literal"><%Name\\/^.+$/%></wiki:Name>
09:   <wiki:Hobby rdf:parseType="Literal"><%Hobby\\/^.+$/%></wiki:Hobby>
10: &list(
11:   <wiki:Project rdf:resource="<%Project\\project%>"/>
12: );
13:  </wiki:Person>
14: </rdf:RDF>

図 1 テンプレートの例

図 2 テンプレートから生成された編集フォーム

<?xml version="1.0"?>
<rdf:RDF
 xmlns:rdf="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#"
 xmlns:rdfs="http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#"
 xmlns:wiki="http://kawamoto/kawawiki_agent/kawawiki.rdf#"
>
 <wiki:Person >
  <wiki:Name rdf:parseType="Literal">Kensaku Kawamoto</wiki:Name>
  <wiki:Hobby rdf:parseType="Literal">Shopping</wiki:Hobby>
  <wiki:Project rdf:resource="http://kawamoto/.../rdf/KawaWiki"/>
  <wiki:Project rdf:resource="http://kawamoto/.../rdf/VKSC"/>
 </wiki:Person>
</rdf:RDF>

生成された RDF

生成されたWiki ページ

図 3 生成されたWiki ページと RDF

うこともできる．図 4では，[[変数名:値]]という形式で変数

への値の入力が行われている．タグにより記述された部分は

エージェントのための RDFとして生成され，その他のテキス

ト部分は人間のための自然言語としてWikiページ上にそのま

ま表示される．タグを利用した入力の場合でも，テンプレート

上の定義と入力された値の間に誤りがあった場合は警告表示を

行う．

4. 2 SPARQLクエリによる情報更新

本システムではWiki上の情報検索を行い，得られた結果から

ページの更新内容を決定する仕組みを SPARQLクエリによっ
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My name is [[Name:Kensaku Kawamoto]],
and my hobby is [[Hobby:Shopping]].
I'm member of [[Project:KawaWiki]] and [[Project:VKSC]] project.

図 4 タグを利用した入力

1:  PREFIX wiki:   <http://kawamoto/kawawiki_agent/kawawiki.rdf#> 
2:  PREFIX rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#> 
3:  SELECT ?name
4:  WHERE {
5:   ?x rdf:type wiki:Person
6:   ?x wiki:Name ?name
7:   ?x wiki:Project “SemanticWeb”
8:  }

rdf:type -> wiki:Person
wiki:Name -> Kawamoto
wiki:Project -> SemanticWeb

rdf:type -> wiki:Person
wiki:Name -> Ishizu
wiki:Project -> VKSC

rdf:type -> wiki:Person
wiki:Name -> Tabuchi
wiki:Project -> Lang Grid

rdf:type -> wiki:Person
wiki:Name -> Kishida
wiki:Project -> Lang Grid

rdf:type -> wiki:Person
wiki:Name -> Tokuda
wiki:Project -> VKSC

rdf:type -> wiki:Person
wiki:Name -> Kimura
wiki:Project -> SemanticWeb

Wiki ページ : Kawamoto

Wiki ページ : Tabuchi

Wiki ページ : Ishizu

Wiki ページ : Kishida

Wiki ページ : Kimura Wiki ページ : Tokuda

SemanticWeb プロジェクトのメンバーは，<%QUERY[?name]%> です．

SemanticWeb プロジェクトのメンバーは，{Kawamoto, Kimura} です．

図 5 メンバー抽出クエリと表示例

て実現している．図 5は具体的なクエリ例とその結果からWiki

ページが更新される様子を示している．この例では，あるプロ

ジェクトに所属しているメンバーの一覧を取得している．各個人

ページを参照し，自分が所属するプロジェクトに SemanticWeb

と記述している人の名前 (wiki:Name) を?name という変数に

マッピングして抽出する．抽出した結果は SemanticWebプロ

ジェクトに所属しているメンバーの一覧であるので，エージェ

ントはWikiページの更新を行うことができる．

4. 3 SPARQLクエリによる整合性検証

意味的な整合性検証のために，ユーザはあらかじめ矛盾が生

じると想定されるクエリを記述しておく．そのクエリにヒット

するような RDFグラフは矛盾が起きていると判断することが

できる．そのクエリをエージェントスクリプトに記述しておき，

矛盾が起きた場合はユーザに警告を行ったり，解決策の提案を

行ったりすることができる．

図 6 に，個人的な予定 (private) と公式的な予定 (seminar,

01: PREFIX wiki:   <http://kawamoto/kawawiki_agent/kawawiki.rdf#>
02: PREFIX rdf:   <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#>
03: SELECT ?time_private, ?summary_private, ?summary_official
04: 
05: WHERE {
06:      ?x rdf:type wiki:event
07:      ?x wiki:Time ?time_official
08:      ?x wiki:Summary ?summary_official
09:      ?x wiki:Type ?official
10:       FILTER regex(?official, "seminar|meeting").
11:      ?y rdf:type wiki:event
12:      ?y wiki:Time ?time_private
13:      ?y wiki:Summary ?summary_private
14:      ?y wiki:Type ?private
15:       FILTER regex(?private, "private").
16:      FILTER regex(?time_private, ?time_official).
17: }

?time_private の ?summary_private が ?summary_official と衝突しています．

2007-09-27 の 旅行 が SemWeb ミーティング と衝突しています．

rdf:type -> wiki:event
wiki:Time -> 2007-09-25
wiki:Summary -> 検定ゼミ
wiki:Type -> seminar

rdf:type -> wiki:event
wiki:Time -> 2007-09-25
wiki:Summary -> 論文紹介
wiki:Type -> seminar

rdf:type -> wiki:event
wiki:Time -> 2007-09-25
wiki:Summary -> バイト
wiki:Type -> private

rdf:type -> wiki:event
wiki:Time -> 2007-09-27
wiki:Summary -> SemWeb ミーティング
wiki:Type -> meeting

rdf:type -> wiki:event
wiki:Time -> 2007-09-28
wiki:Summary -> デザインパターン
wiki:Type -> seminar

rdf:type -> wiki:event
wiki:Time -> 2007-09-27
wiki:Summary -> 旅行
wiki:Type -> private

Wiki ページ : Kawamoto

Wiki ページ : Tabuchi

Wiki ページ : Ishizu

Wiki ページ : Kishida

Wiki ページ : Kimura Wiki ページ : Tokuda

図 6 クエリによる整合性検証

meeting)が同じ日に衝突しているような個人的な予定を取得す

るクエリを示す．6行目～10行目で予定のタイプ (wiki:Type)

が seminarか meetingである予定をすべて取得し，その公式

的な予定の日時 (wiki:Time) と内容 (wiki:Summary) を変数

(?time official)と (?summary official)として取得してい

る．同様にして，11行目～15行目では個人的な予定の日時と

内容を変数 (?time private)と (?summary private)として取

得している．16行目では衝突している予定を絞り込むために，

個人的な予定の日時と公式的な予定が同じである予定のみを抽

出している．最終的に取得できる結果が衝突している予定の日

時と内容であると判断できる．その結果を利用することでエー

ジェントはユーザに対して警告を表示することができる．

Wiki 上からクエリを利用した際に，クエリ呼び出しがルー

プする問題が生じる可能性がある．つまり，クエリ結果 Aを生

成する際には必ず他のWiki ページ (RDF) を参照する必要が

あるが，参照した他のWikiページもクエリによって生成され

ており，そのクエリ結果 B を生成する際に再びクエリ結果 A

を参照するような記述になっている場合である．このループ問

題を回避するために，Wiki 上でのクエリ呼び出しの様子が記

述されたクエリツリーを生成し，それに基づいてループが生じ

ないことを保証する．本システムではクエリを含む RDFグラ

フとそのクエリを基にしたクエリツリーを保持しており，クエ
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リを含むWikiページの更新時にループのチェックを行う．ルー

プが生じる場合には，エラー表示を行うことでループを回避す

る．また，クエリツリーを利用することで，クエリの実行時に

子クエリ，孫クエリにクエリの実行が伝播するようになる．

4. 4 エージェント記述言語

Wiki の思想に従い，エージェントは人間のユーザによって

Wiki 上から自由に動作内容を書き換えることで拡張を行うこ

とができる．エージェントの書き換えは専門知識を持ったユー

ザが行い，RDF構文や SPARQLクエリ言語などの Semantic

Webの知識や，PHPのプログラミング言語の知識を必要とす

る．エージェントの呼び出しはあらかじめユーザに指定された

次の 4つのタイプの「トリガ」によって実行される．

• 常に実行

• 一定時間毎

• エージェントエリアからのユーザ呼び出し

• 新規作成や更新などの特定の処理時

図 7 は整合性検証を行うエージェント（eventrule エージェ

ント）の記述例を示している．この整合性検証エージェント

は，ユーザがWikiを呼び出す度に常に実行されるように設定

されている．エージェントはひとつのクラスとして定義され，

KawaWiki 側から execute メソッドが呼ばれることにより実

行される．

4行目～24行目には図 6で示したものと同様に個人の予定と

公式的な予定が同じ日に衝突しているような予定を取得するク

エリが記述されている．25行目で実際にクエリによる問い合わ

せを行い，その結果が$result配列として返される．28行目～

35行目で$result配列の内容を順番に走査し，衝突するような

予定があればその結果に基づいて，30行目～33行目の記述で

警告メッセージが生成される．最後に 36行目で警告メッセー

ジの配列がWiki側に返され，それがユーザに警告として表示

される．

5. KawaWikiプロトタイプ

本章では，複数のエージェントが活動し，ユーザとの協調を

行っている様子をスケジュールWikiを例にして紹介する．

本システムではエージェントとの協調のために，図 8のよう

に従来の Semantic Wikiページの表示を行うWikiエリア（左）

に対して，エージェントが様々な活動を行うためのエージェン

トエリア（右）が用意されている．エージェントはエージェン

トエリア上でユーザに対して何らかの表示を行ったり，ユーザ

からの呼び出しを待機する．

ユーザはWikiページの追加や編集を行うことで，予定の追

加や編集を行うことができる．ユーザが作成した予定が記述さ

れているWikiページは，テンプレートシステムを利用するこ

とで，エージェントにも理解可能な RDF情報が同時に自動的

に生成される．

01: <?php
02: class eventrule{
03:   function execute(){
04:     $query = <<<EOD
05:     PREFIX wiki:<http://kawamoto/.../kawawiki.rdf#>
06:     PREFIX rdf:<http://www.w3.org/.../22-rdf-syntax-ns#>
07:     SELECT 
08:            ?summary_official,
09:            ?summary_private,
10:            ?time_private
11:     WHERE {
12:         ?x rdf:type wiki:event
13:         ?x wiki:Time ?time_official
14:         ?x wiki:Summary ?summary_official
15:         ?x wiki:Type ?official
16:           FILTER regex(?official, "seminar|meeting").
17:         ?y rdf:type wiki:event
18:         ?y wiki:Time ?time_private
19:         ?y wiki:Summary ?summary_private
20:         ?y wiki:Type ?private
21:           FILTER regex(?private, "private").
22:         FILTER regex(?time_private, ?time_official).
23:     }
24: EOD;
25:     $result = query_sparql($query);
26: 
27:     $output = Array();
28:     if(!empty($result)){
29:       foreach($result as $value){
30:         $output[] = $value["?time_private"]->label . " の "
31:           . $value["?summary_private"]->label . " が "
32:           . $value["?summary_official"]->label
33:           . " と衝突しています．";
34:       }
35:     }
36:     return $output;
37:   }
38: }
39: ?>

図 7 エージェントの記述例

図 8 Wiki エリアとエージェントエリア

ユーザはエージェント管理画面からエージェントの管理を行

うことができる（図 9）．有効になって活動しているエージェ

ント以外にも複数のエージェントが存在しており，ユーザは必

要に応じて様々なエージェントを切り替えてWikiを利用する

ことができる．新たなエージェントの追加や，エージェントの

処理内容の変更などもこの画面から行うことができる．

Wiki上には次のようなエージェントが活動している．

（ 1） Web上から天気予報を収集し，Wikiページに書き込

むエージェント

（ 2） Web上から日本の休日情報を取得し，Wikiページに

書き込むエージェント

（ 3） Wiki 上から予定をスケジュール一覧や天気予報，日

本の休日を取得し，統合して表示するエージェント

（ 4） Wiki上の予定の整合性を監視するエージェント
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図 9 エージェント管理画面

図 10 カレンダー表示エージェント

（ 1）と（ 2）のエージェントは一定時間毎に実行され，Web

上の情報が更新されていれば最新の情報を基にしてWikiペー

ジの更新を行う．今回は，気象庁のWeb サイトをラッピング

することで天気予報を収集し，Googleカレンダーからは XML

形式で配信されている日本の休日情報を取得している．

（ 3）のエージェントは（ 1）と（ 2）のエージェントが作

成したWikiページとユーザが作成したWikiページを参照し，

それらをカレンダー上に統合して表示を行う（図 10）．

（ 4）のエージェントはユーザが作成したWikiページを参

照し，予定間に衝突が発生するなどの矛盾が生じている場合に

はエージェントエリアを利用してユーザに対して警告表示を行

う．図 10の画面では右側のエージェントエリア内で整合性検

証エージェントがユーザに対して警告表示を行っている様子が

わかる．ユーザはエージェントからのこれらの警告を見て予定

の調整を行う．

以上のように，ユーザが Wiki ページを記述すれば，テン

プレートシステムを利用して Semantic Web情報が生成され，

SPARQLクエリを利用してそれをエージェントが理解し，Wiki

ページの内容に対して提案や警告をしたり更新を行うといった，

人間とエージェントの協調作業がこのWiki上で行われている

様子がわかる．

6. まとめと今後の課題

本論文では，エージェントと人間の協調を実現する新たな

Wikiシステムの開発を目指した．エージェントがWiki上の情

報を理解し，Wiki 上の編集活動に参加することで得られる利

点として，情報の自動更新，エージェントによる情報統合，意

味的な整合性維持を提案した．それを実現するためにエージェ

ントと人間の共通情報表現として Semantic Webの枠組みを利

用し，エージェントが情報を収集するための Semantic Webク

エリ言語として SPARQLを，人間が Semantic Web情報を生

成するために，テンプレートシステムを利用した．また，人間

がエージェントの動作を記述するためにスクリプト言語である

PHPを利用した．

今後の課題としては，スケジュール管理エージェントに留ま

らず他の具体的応用例を提案し，利用することで本システム

の評価を行うことが挙げられる．応用例としては，Semantic

Wiki上でのユーザとエージェントの協調作業によって，海外の

レシピを自分の国で調理可能な内容に変換する Cooking Wiki，

エージェントとの協調作業によって，ユーザの好みに合わせた

旅行プランを作り上げる旅行支援Wikiなどが挙げられる．
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